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名古屋市
豊明市

東海市
大府市

知多市 東浦町

阿久比町

常滑市
半田市

武豊町
72.華山慈雲寺 76.雨宝山如意寺

77.　雨宝山浄蓮寺
73　雨宝山正法院
75　雨宝山誕生堂
74　雨宝山密厳寺

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
酷
暑
で
す
。
健

康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

昨
年
か
ら
知
多
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
に

つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
る
か
わ
ら
版
、
今

月
は
七
十
二
番
か
ら
で
す
。

★
雨
乞
い
の
壺

   

七
十
一
番
か
ら
北
上
す
る
こ
と
約
四
・

七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
七
十
二
番
は
白
華
山

慈
雲
寺
。

   

一
三
五
○
年
、
大
野
城
主
一
色
範
光
が

開
基
し
、
夢
窓
国
師
を
開
山
と
す
る
古
刹

で
す
。

   

山
を
借
景
に
し
た
門
景
が
優
れ
、
威
風

堂
々
の
大
伽
藍
と
相
俟
っ
て
、
知
多
四
国

霊
場
中
、
屈
指
の
景
勝
寺
と
も
言
わ
れ
ま

す
。

   

江
戸
時
代
の
「
尾
張
名
所
図
会
」
に
も
、

名
勝
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

一
六
○
○
年
建
立
の
観
音
堂
は
こ
の
地

域
最
古
の
建
物
。
二
○
○
年
前
に
雨
乞
い

の
壺
も
寺
宝
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
佐
布
里
池
・
佐
布
里
梅
林

   

七
十
二
番
か
ら
東
へ
約
二
・
一
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
行
く
と
、
七
十
三
番
か
ら
七
十
七

番
ま
で
の
札
所
が
密
集
す
る
佐
布
里
（
そ

う
り
）
と
い
う
集
落
。

   

変
わ
っ
た
地
名
で
す
が
、
愛
知
用
水
の

調
整
池
で
あ
る
佐
布
里
池
と
佐
布
里
梅
林

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

   
七
十
三
番
は
雨
宝
山
正
法
院
。
当
院
は
、

一
一
八
四
年
に
創
建
さ
れ
た
雨
宝
山
如
意

寺
一
山
九
坊
の
本
坊
で
す
。

   

明
治
時
代
の
廃
仏
毀
釈
等
で
一
山
は
縮

小
。
現
在
は
当
院
が
七
十
五
番
と
七
十
六

番
の
管
理
、
納
経
、
御
朱
印
も
行
っ
て
い

ま
す
。

★
ご
本
尊
は
弘
法
大
師

   

七
十
三
番
の
南
側
に
隣
接
す
る
の
は
七

十
五
番
、
雨
宝
山
誕
生
堂
。

   

七
十
五
番
は
如
意
寺
一
山
の
泉
蔵
坊
に

置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
に
な
っ
て

無
住
無
壇
に
な
っ
て
廃
寺
。
そ
の
た
め
、
本

坊
境
内
の
山
上
に
堂
宇
が
建
立
さ
れ
、
大

師
像
が
安
置
。
ご
本
尊
は
弘
法
大
師
で
す
。

   

四
国
霊
場
七
十
五
案
は
お
大
師
様
生
誕

地
で
あ
る
こ
こ
と
か
ら
、
誕
生
堂
と
命
名

さ
れ
ま
し
た
。

★
佐
布
里
の
祈
願
所

   

七
十
五
番
の
南
に
隣
接
す
る
の
は
七
十

四
番
、
雨
宝
山
密
厳
寺
。
も
ち
ろ
ん
、
雨

宝
山
如
意
寺
一
山
九
坊
の
ひ
と
つ
で
す
。

   

境
内
に
は
、
薬
師
堂
、
白
山
社
、
天
神

社
も
あ
り
、
家
内
安
全
、
病
気
平
癒
、
安

産
祈
願
、
学
業
成
就
、
合
格
祈
願
等
、
諸

願
成
就
の
寺
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
お
り
、

「
佐
布
里
の
祈
願
所
」
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

毎
年
十
一
月
八
日
、
薬
師
如
来
の
縁
日
で

味
噌
田
楽
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

★
雨
乞
い
の
地
蔵

   

七
十
四
番
か
ら
道
路
を
挟
ん
で
西
側
に

隣
接
す
る
の
は
七
十
六
番
、
雨
宝
山
如
意

寺
。

   
か
つ
て
は
大
伽
藍
で
し
た
が
、
戦
国
時

代
の
兵
火
で
堂
宇
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
。

   

ご
本
尊
の
地
蔵
菩
薩
は
「
雨
乞
い
の
本

尊
」
と
し
て
数
々
の
霊
験
が
伝
わ
り
ま
す
。

   

今
は
無
住
の
た
め
、
納
経
、
御
朱
印
等

は
七
十
三
番
が
代
行
し
て
い
ま
す
。

★
中
風
除
箸

   

七
十
六
番
か
ら
隣
接
す
る
諸
寺
の
方
向

へ
戻
る
と
、
一
番
北
側
に
隣
接
す
る
の
が

七
十
七
番
、
雨
宝
山
浄
蓮
寺
。

   

裏
山
に
は
、
お
大
師
様
が
知
多
巡
錫
の

際
に
立
て
た
杖
か
ら
芽
吹
い
た
と
伝
わ
る

竹
藪
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
採
っ
た
竹
で
作

っ
た
「
中
風
除
箸
」
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
竹
で
は
な
く
南
天
で
作
ら
れ
、
参

拝
者
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

★
福
生
寺

  

来
月
は
知
多
四
国
霊
場
を
開
創
し
た
亮

山
阿
闍
梨
が
入
寂
し
た
七
十
八
番
、
福
生

寺
に
向
か
い
ま
す
。
乞
ご
期
待

知多四国八十八ケ所霊場Map

ご
本
尊

ご
詠
歌

地
蔵
菩
薩

一
筋
に 

正
し
き
法
の
道
行
か

ば
迷
い
の
夢
も 
や
が
て
晴
れ

な
ん

ご
本
尊

ご
詠
歌

千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩

嬉
し
く
も 

慈
雲
た
な
び
く
寺

に
来
て 

御
名
を
唱
ふ
る 

法
の

声
々

ご
本
尊

ご
詠
歌

弘
法
大
師

何
時
ま
で
も 

色
は
香
へ
ど
弘

法
の 

徳
は
言
葉
の 

花
ぞ
目
出

度
し

ご
本
尊

ご
詠
歌

不
動
明
王

浄
き
蓮
う
て
な
の
上
に
生
ま

れ
ん
と 

動
か
ぬ
こ
こ
ろ 

仏

と
も
み
ん

ご
本
尊

ご
詠
歌

十
一
面
観
世
音
菩
薩

知
多
の
里 

梅
咲
き
香
る
密
厳

寺
現
世
の
利
益 

受
け
ぬ
者
な

し

ご
本
尊

ご
詠
歌

地
蔵
菩
薩

有
難
や 

六
道
能
化
地
蔵
尊 

諸

仏
に
ま
さ
る 
慈
親
貴
と
し


